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この度、図書館の書架サインが新しく木製に生まれ変わりました。 

前田さんは川南病院で務める傍ら、木工を趣味とされており、 

これまで制作された作品は棚や椅子、植木鉢台などなど…… 

最近ではなんと、鍋敷きを約 100 個製作されたそうです。 

秋には図書館で「鍋敷き展」の開催も予定しており、 

前田さんの温かみのある作品が一堂に並ぶ予定です。 

前田さんの心のこもった新しい書架サイン、 

ぜひ図書館でご覧ください！ 

 

売り場の第一線で活躍している書店員さんの生の声が反映されているため、 

「面白くて読みやすい！」と多くの方々から支持されています。 

主人公は突然弟を亡くし、深い悲しみに暮れて酒に溺れる日々を過ごしていました。 

そんな時、弟の遺言書を通じて彼の元恋人と出会い、彼女が所属する 

家事代行サービス会社「カフネ」の手伝いをすることになります。 

この機会にぜひ、お手に取ってみてくださいね！ 

--カフネのあらすじ-- 

 

新しいサインは都農町にお住まいの前田
ま え だ

 礼司
ひ ろ し

さんが手作りで製作してくださいました。 

今年の本屋大賞は阿部
あ べ

 暁子
あ き こ

さんの『カフネ』が受賞されました。 

そして、「弟が好きだった食事」を通じて二人の距離は徐々に 

 

縮まっていきます。 

 

この物語は、「誰かとご飯を食べること」の温もりや大切さ、 

 

心の傷を抱える人々の再生を描いた物語です。

 

 

図書館では、他にノミネートされた本の展示も 

 

 

行っています。 
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こんにちは。川南町立図書館です。 

さて、当館では BGM を流すことになりました。 

「静かなはずの図書館でなぜ音楽を？」と不思議に思われた方もいるかもしれません。 

全くの無音よりも、ほんのり音がある方が心地よく過ごせることもあるんです。 
流しているのは実際に貸出もしている CD です。 

気になる曲があれば、お気軽に職員へお声がけください！     職員 M・M 

実は、『図書館の静けさ』とは無音ではなく、『心地よく過ごせる環境音』のこと。 

5 月になり、新緑が気持ちよい季節となりましたね。 


